
サプライチェーン
社会

基本的な考え方
当社は「調達基本方針」に基づき、適正取引の推進を図っています。調達活動推進にあたり、取引先の皆
様とサプライチェーン全体で活動し、相互の持続的成長につなげていくため、お互いの信頼に基づいた
パートナーシップ関係を構築していきます。

サプライヤーとのパートナーシップの強化
毎年３月に、当社は「調達方針」を展開します。この中で経営理念や会
社方針を示し、「環境・安全・コンプライアンス・品質・生産・原価等に
関する取り組み」と「当社からの期待値となる目標」を説明/共有しま
す。これにより取引先の皆様との連携強化、および適正取引推進に
関する取り組みの強化を図っております。また、2022年12月には
パートナーシップ構築宣言を策定・公表しました。サプライチェーン
の取引先の皆様や、価値創造をともに図る事業者の皆様との連携、
そして共存共栄を図る取り組みを進めています。

ともに成長するための支援活動
当社の協力会（全１８社）で構成される組織である「豊成会」
は、１９８９年に結成され、大豊グループ協力会として相互研
鑽を通じ、企業の発展を図っています。また、豊成会各社の開
発力、生産性の向上による拡販・収益向上を目的に「技術開
発・改善事例展示会」を開催しています。さらに、今年度は豊
成会品質勉強会を企画し、豊成会各社の品質機能人財の育
成を図る活動を行っています。

サプライチェーンマネジメント
東日本大震災や新型コロナウイルス感染拡大、半導体不足等の経験を踏まえ、サプライチェーンの把握、調達先の複数化など、供給
リスクに対応する「生産の構え」の整備を行っています。大規模災害が発生した際に円滑に行動できるよう、取引先の皆様と有事を
想定した防災訓練やBCMに関する勉強会を実施し、さらなる体制強化を図っていきます。

グリーン調達
グリーン調達ガイドラインにて「環境マネジメントシステムの構築」「温室効果ガス・水インパクトの削減」「化学
物質の管理」「自然共生社会の構築」への取り組みついて、取引先の皆様にお願いしています。また、環境支援
活動の一環として、各社を訪問し、現地・現物確認会を継続して実施しています。取引先の皆様とともに、
環境保全活動を進めていきます。紛争鉱物に関しては、直接的・間接的な使用も一切認めないという方針の
もと、取引先の皆様のご協力を得て、紛争鉱物の不使用を担保する体制を維持しています。2023年4月には、
当社が公表したカーボンニュートラル宣言を踏まえ、取引先の皆様へ大豊工業の取り組みを説明するカー
ボンニュートラル説明会を実施し、7月にはグリーン調達ガイドライン（第5版）を公表いたしました。

グリーン調達ガイドライン PDF版は当社ウェブサイトからダウンロードできます。
https://www.taihonet.co.jp/sustainability/client/

豊成会品質勉強会技術開発・改善事例展示会調達方針説明会

社会・地域貢献

■第19回障がい者交流ダーツ大会
地域の障がい者支援に力を入れており、2023年7月22日に障がい者の方を対象
としたダーツ大会を開催しました。第19回の開催となった今大会は、豊田市内の
障がい者支援施設より55名の障がい者の方々にご参加いただきました。社内
ボランティア約30名が大会運営に携わり、大会を通じて社員のボランティア意識
の醸成にもつなげております。

基本的な考え方
当社は、「企業市民」としての役割を自覚し、社会貢献活動を通じて、
トライボロジー研究の発展と地域社会への貢献に努めてまいります。

トライボロジー研究への貢献
当社は、創業以来多くのトライボロジーの権威の方々に支えられ
てきた恩恵に対する感謝の形として、2000年10月に「大豊工業
トライボロジー研究財団（Taiho Kogyo Tribology Research 
Foundation、略称TTRF）」を設立し、全世界のトライボロジー
の研究開発支援ならびに啓蒙に寄与し、発展に貢献してきました。

2023年4月13日にはTTRFと大豊工業共催で「第6回自動車のト
ライボロジーに関する国際シンポジウム」をオンサイト開催しまし
た。140名を超える参加者を迎え「100年に一度の大変革期を生
き抜くトライボロジー材料の将来展望PartⅡ～表面処理～」を
テーマに、高度な情報交換と産学連携の強化につながる活発な討
議を行うことができました。

地域社会への貢献
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地域社会への貢献

大豊工業トライボロジー研究財団（TTRF）

少年少女発明クラブ支援、キッズエンジニア、
障がい者交流ダーツ大会主催、ボランティア 等

自動車のトライボロジーに関する国際シンポジウム

豊田市少年少女発明クラブへの支援

障がい者交流ダーツ大会
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社会

・少年少女発明クラブ(通年) ・地域を花で飾ろう
・ひかりの丘活動 ・農業ボランティア
・障がい者交流ダーツ大会 ・キッズエンジニア
・矢並湿地保全活動 ・農業ボランティア
・みたけ町森林ボランティア ・ひかりの丘活動
・松竹梅寄せ植え鉢製作 ・むもん祭り
・矢並湿地保全活動
・桜(苗木)の植樹

10～12月

7～9月

4～6月

主 な 社 会 貢 献 活 動

１～3月 ・社内献血活動

・老人ホームへの手紙・お菓子・絵の寄付（TCA）
・車いすの寄贈（PTN）
・貧困層の学生に向けた寄贈（TCT）
・地域祭での飲食や折り紙細工の提供（TCE）　他

海外拠点
での活動

監査室 担当、総務人事領域 領域長　竹村 康行

学会発表（助成したテーマに関するもの）
論文（助成したテーマに関するもの）
助成件数

調達領域 領域長　岩本 恒明

開かれた公正･公平な取引の原則
調達相手先と一体となった競争力強化の原則
調達相手先との共存共栄の原則

調達基本方針
1

2
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原価低減活動等における課題･目的の共有と
成果シェアの原則
相互信頼に基づく双方向コミュニケーションの
確保の原則

4

5

研究助成件数と研究成果
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